ご 注意 : 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正 し く お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 だ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http:/Www.alinco.co.jp/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基準 改正 に より 
変更 に な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http:/Www.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 

http://Www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


アル イン コ ( 株 ) 電子 事業 部 


DJ-X3 広帯域 受信 機 クイ ッ ク ・ マ ニュ アル 


この 度 は アル イン コ DJ-X3 広帯域 受信 機 を お 求め 頂き 誠に 有り 難 う 存じ ます 。 
本 書 は 「 取り 敢 え ず 使っ て みよ う 」 と 言う 方 に 、 極 め て 基本 的 な 操作 を ご 紹介 する も の で 
す 。 


( 1 ) 電池 ・ ア ン テ ナ の 装着 

説明 書 P. 1 0 か ら P . 1 3 を 参考 に 、 ア ン テ ナ と 電池 を セッ ト し て 下さ い 。 

( 2 ) 電源 を 入れ る 

P O WE R キー を 1 秒 ほ ど 押 す と "HELLO" の 表示 の 後 、1 4 5. 000 の 画面 に な 

り ま す 。 ダ イヤ ル を 一 度 押 す と 1 0 VOL の 表示 が 出 ま す の で ダイ ヤル を 回 し 1 5 程度 

に 合わ せ て 下さ い 。 こ れ は 音量 の 調節 で 、 初 期 状 態 で は 少し 音 が 小さ いた めで す 。5 秒 ほ 

ど 放置 する か 、 ダ イヤ ル を 2 度 押 す と 1 4 5. 000 の 画面 に 戻り ます 。 

( 3 ) 普通 の ラジ オ の 様 に ダイ ヤル で 周波 数 を 合わ せ て 受信 する 三 VF O モー ド 

この 状態 で ダイ ヤル を 回 す と 1 45. 020 と か 1 44. 9 80 な どの よう に 数 字 が 変わ 

り 、 通 常 の ラジ オ の よう に ダイ ヤル で 周波 数 を 動か し て 目的 の 電波 を 捕らえ る こと が 出来 

ます 。B ANK キー を 一 度 押す と 2 桁 目 が 点滅 し ます 。 点滅 中 に ダイ ヤル を 動か す と 大 き 

な パス で 周波 数 が 変わ り ま す 。 2 度 押す と 3 桁 目 が 点滅 し 、 同 じ よ う に 素早 く 目的 の 周波 

数 に チュ ー ン 出来 ます 。 

( 4 ) 放送 を 素早 く 聞く ニ プ リ セッ ト モー ド 

V プ P プ M キ ー を 押し ます 。PCWf1 ch の 表示 が 出 ま す 。 こ れ は TV 放送 の 音声 バン ド 

で す 。 ダ イヤ ル を 回 す と 数 字 が 変わ り ま す 。 数 字 は T V の チャ ン ネ ル と 同じ に な っ て いま 

す 。BANK キー を 押し て くだ さい 。PCA .5 3 1 の 表示 に な り ま す 。 これ は A M 中 波 放 
送 バ ンド で す 。 ダ イヤ ル を 回 す と お 近く の A M 放送 が 受信 で きる は ず で す 。 夜 に な る と 遠 

く の 放送 も 聞こ えま す 。 もう一度 BANK を 押す と PCW7 6 . 1 の 表示 に な り ま す 。 こ 

れ は F M 音 楽 放送 バン ド で す 。 同じ よう に ダイ ヤル を 回 し て 放送 を 受信 し て みて く だ さい 。 

( 5 ) メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込ま れ た 周波 数 を 聞い て みる ニニ メモ リー モー ド 

V ノ P ン M キ ー を 押し て 下さ い 。000 26.0950 の 表示 に な り ま す 。 別冊 の 周波 

数 帳 を ご 覧 下さ い 。 こ の 上 段 の 0 0 0 は 、 周 波数 帳 2 ペー ジ 目 、 バ ンク 0 : 盗聴 波 1 の B 

KO CHOO に 対応 し ます 。 ち な み に バ ンク は 周波 数 を まとめ て 入れ て ある 引き 出し 、 

と 考え る と 分 か りや すい と 思い ます 。 こ の 状態 で ダイ ヤル を 回 す と 001 、002 と メモ 

リー チャ ン ネ ル 表 示 が 変わ り 、 そ れ に 合わ せ て 下 の 周 波数 表示 も 変わ り ま す 。BANK キ 

ー を 押す と 1 00, 200 と いう よう に バン ク 番号 が 変わ り 違う 引き 出し の 周波 数 を 取り 

出す こと が 出来 ます 。 こ の 状態 で V プ P プ M キ ー を 押す と ( 3 ) の VF O モ ー ド に 戻り ま 

す 。 


( 8 ) 操作 が 分 か ら な く な っ た ら : 

ー 旦 電源 を 切り 、 左 横 の F UNC キ ー を 押し な が ら 電源 を 入れ ます 。 全て の アイ コン が 表 
示さ れ な が ら 立ち 上 が っ た ら 、F UNC キ ー を 離し て 下さ い 。 工 場 出荷 状態 に 戻り ます 。 
間違っ て も 説明 書 P. 3 8 の へ ビー ユー ザー 向け の 「 オー ルリ セッ ト 」 は 行わ な いで 下さ 
い 。 書 き 込ん で ある 周波 数 デー タ ま で 全て 飛ん で し まい ます 。 


上 記 を ご 理解 頂い た 上 で 説明 書 を お 読み 頂く と 、 機 能 の 細か い カ スタ マイ ズ の 方 法 も 解り 
易く な る で し ょ う 。 そ の 上 で お 分 か り に な ら な い 点 は 0120-464-007 アル イ 
ンコ サー ビス セン ター( 月 一 金 10-17 時 昼食 時 除く ) まで お 電話 に て お 問い 合わ 
せ 下 さい 。 


最後 に 通信 の 受信 に つい て 簡単 に ご 説明 させ て 頂き ます 。 

一 般 に 広帯域 受信 機 ( ワイ ドバンド レシ ー バ ー、 ス キャ ナー) と 呼ば れる も の は トラ 
ンジ スタ ラジ オ の 親分 の よう な も の で 、 電 波 の 割り 当て の ルー ル と 受信 の コツ を 覚え る ( 調 
べ る ) こと で 、 中 波 ラ ジオ 、 短 波 放 送 、F M 音楽 放送 、 テ レビ 音声 、 一 部 の 消防 ( 都会 で 
は デジ タル 化 が 進み 、 警 察 無線 と 同じ く 市 販 の ラジ オ で は 聞く こと が 出来 ませ ん )、 業 務 、 
タク シー や バス 、 行政 ・ 防 災 無 線 、 ア マチ ュ ア 無線 、 コ ー ド レス 電話 、 違法 無線 ( 盗聴 器 
含む )、 ワ イヤ レス マイ ク ( コン サー ト 会 場 な ど で 使 われ る プロ 用 含む )、 鉄 道 無線 な ど 実 
に 多岐 に 渡る 電波 が 受信 出来 ます 。 

た だ 、 こ れ ら は いつ で も どこ で も 受信 で きる も の で は 有り ませ ん 。 弊社 受信 機 に は こ 
れ ら 代表 的 な 無線 が 聞き 易く な る よう あら か じ め 周 波数 を 書き 込ん で お り ま す が 、 時 々 周 
波数 が 変更 され る こと も あれ ば 、 デ ー タ 通信 に 割り 当て られ ピロ ピロ 、 ザ ー ザ ー と いう よ 
う な 雑音 し か 聞こ えな い チ ャ ン ネ ル も 有る か も 知れ ませ ん 。 な に より 、 こ れ ら の 電波 は 放 
送 以外 は 常に 使わ れ て いる わけ で は 有り ませ ん 。 発信 源 か ら 遠かっ た り 、 ビ ル の 中 で 使う 
な ど 電波 環境 の 悪い 場合 は 外部 アン テ ナ を つなが な いと いけ な い 場 合 も 有り ます ( ディ ス 
コー ン ア ン テ ナ と 呼ば れる 小さ な 外部 アン テ ナ を お 勧め し ます )。 又 、 広 帯域 受信 機 は 広い 
周波 数 を カバ ー す る た め 、 特 定 の 周波 数 や モー ド は その バン ド に 特 化し て 設計 され た ラジ 
オ に は 性 能 的 に 劣る こと が ある の も 事実 で す 。 例 えば 、AM や F M 放 送 を 良い 音 で 大 き な 
ボリ ュー ム で 聞き た い だ け 、 と いう よう な 場合 は 高価 な 広帯域 受信 機 を 買わ な く て も 、3 
0 0 0 円 の ラジ カセ で 事 は 足り る で し ょ う 。 

釣り を する に は 道具 を 揃え る だ け で な く 魚の 習性 を 知ら な いと いけ な い の と 同じ で 電 
波 の 使わ れ 方 や 周波 数 、 受 信 の コツ 、 ア ン テ ナ な ど 周 辺 機器 の 使い 方 の 情報 を イン ター ネ 
ッ ト や 雑誌 で 集め 、 時 間 ・ 場 所 ・ 通 信 が 行わ れ そ うな 局 や イベ ント の 有無 な ど を 総合 的 に 
判断 する と 効果 的 に 受信 が 出来 る よう に な り ま す 。 


アル イン コ ( 株 ) 電子 事業 部 サー ビス 課 編 


( 6 ) 自動 選 局 = スキ ャ ン を 使う 

自動 的 に 周波 数 が 変わ り 、 信 号 の 出 て いる と ころ で 止ま り ま す 。VF O モー ド で は D J X 

3 で お 聞き に な れる 周波 数 全て を スキ ャ ン 、 プ リ セッ ト や メモ リー モー ド で は その バン ド 

又は バン ク 内 を ぐる ぐる 回 っ て 受信 を し ます 。 

*※ ま VFO モ ー ド : SCAN キ ー を 押し ます 。 一 瞬 V F O の 表示 が 現れ 、 周 波数 が 動き 出し 
ます 。 信 号 が 有る と 止ま り 音 が 出 ます 。 昇順 、 降 順 は スキ ャ ン 中 に ダイ ヤル を 回 す と 切 
り 替え られ ます 。 もう一度 S C AN キー を 押す と 止ま り ま す 。 

ネ ※ ネ プリ セッ トモ ー ド : 聞き た い バ ンド に 合わ せ て か ら SCAN キー を 押し ます 。 特 に 表示 
は 出 ま せん が 、 周 波数 が 動き 、 こ の と き 小 数 点 表 示 が 点滅 し スキ ャ ン 中 で 有る こと を 表 
し ます 。 もう一度 S CAN キー を 押す と 止ま り ま す 。 

ネネ メモ リー モー ド : 聞き た い バ ンク を 選ん で SCAN キー を 押し ます 。 ME MOR Y 表示 
が 現れ 、 ス キャ ン を 開始 し ます 。 も う 一 度 S CAN キー を 押す と 止ま り ま す 。 

*※ プロ グラ ム ス キ ャ ン モ ー ド : 周波 数 帳 の 表紙 裏 に 有る 、 コ ー ド レス 電話 や 救急 無線 な ど 
の バン ド を 限定 し て スキ ャ ン す る モー ド で す 。 まず V プ P プ M キ ー を 押し て VF O モ ー 
ド に 行き ます 。SCAN キー を 押し た まま に し て 下さ い 。V F O 表示 が 出 ま すか ら キ ー 
を 押し た まま ダイ ヤル を 時 計 回 り に 回 し 、A00( バン ド の 下限 か ら ス ター ト ) 又は b 
00( バン ド 上 限 か ら ス ター ト ) の 表示 に 合わ せ て か ら 、 押 し て いる SCAN キ ー を 離 
し て 下さ い 。P S 表示 が 出 た 後 3 8 0 MHz 帯 の 周波 数 を スキ ャ ン し ます ね ? これ が コ 
ー ド レス 電話 の バン ド で す 。 ス キャ ン 中 に ダイ ヤル を 回 す と 次 の 周波 数 を 探し た り 、 ス 
キャ ン 方向 の 昇降 順 を 変え た り 出来 ます 。 も う 一 度 S CA N キー を 押す と スキ ャ ン が 止 
まり ます 。V グ P プ M キ ー で 好み の モー ド に 切り 替え 受信 を 続け て 下さ い 。 一度 P S モ 
ー ド で スキ ャ ン 設 定 す る と 次 に VF O モ ー ド で スキ ャ ン し て も VFO ス キャ ン は 出来 
ず 、P S モー ド で スキ ャ ン が 立ち 上 が り ま す 。VF O ス キャ ン に 戻す に は V F O モー ド 
で SCAN キー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 し 、VF O 表示 を 選ん で S C AN キー を 離し 
まま 9 

( 7 ) 盗聴 器 発見 モー ド を 使う 

小型 ワイ ヤレ スマ イク 等 と 称し て 販売 され て いる F M 音 声 電波 の 盗聴 器 の 代表 的 な 周波 数 

を スキ ャ ン し 、 怪 し い 電 波 が 無い か どう か チェ ッ ク で きま す 。 説明 書 P . 3 5 を 良く お 読 

み 下 さい 。 た だ 、 こ の 機能 を 使っ て スキ ャ ン が 止ま っ て も 必ず し も それ が 盗聴 器 を 発見 し 

た こと に は な り ま せん 。 盗聴 電波 で あれ ば D J X 3 か ら 周 囲 の 音 や 声 が 一 緒 に 聞こ えま す 。 

*※ どの モー ド で も 関係 な く 、 ダ イヤ ル を 2 秒 以上 押し 続け て 下さ い 。2 桁 の 数 字 と 周波 数 、 
星 印 が 表示 され 盗聴 発見 モー ド に 入り ます 。 もう一度 ダイ ヤル を 押す と 停止 、 さ ら に 2 
秒 以上 押し 続け る と 元 の 受信 モー ド に 戻り ます 。 
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WIDE BAND COMMUNICATION RECEIVER 


取扱 説明 書 


アル イン コ ワイ ドバンド レシ ジ シー バー を お 買い 上 げ 頂 きま し て 、 誠 に 
あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 させ る た め に 、 ま ず 
この 取扱 説明 書 を 最後 まで お 読み いた だ く よ う お 願い いた し ます 。 
アフ ター サー ビス な ど に つい て も 記載 し て いま す の で 、 こ の 取扱 説明 
書 は 必ず 保存 し て お いて くだ さい 。 
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ディ スプ レイ 半生 さ い ま あ 5 放 を いま お TIP うす "TRV で あう 品 


第 ら 章 DJ-X3 を 使っ て みよ う 


寺泊 スイ ツ チ の 80 SGS7 宛 MK 3BOSOR SAN AE の SD の Zio 和 8 OO RS ] | 
音 暑 の 計 整 の ap AN の の BR EGRECey Step 3 1 き ! 


スケ ル チ の 調整 ドド ドー ドレ に に ッッ ゥ レ レー ンー 2 の 2 の の 3 の EN の 265 の 32 Oi 20 
スケ ル チ レ ベル の 設 一 ーー ドド ドド に に に に に に ーー 20 
モ 三 ター 機能 ジョ ョ ー シ ョ b ョ ショッ ヨ ョ ヨ ト ョ セ ヨ ト ョ ヨ ト ド ト よ ぇ コー ツブ Kerr OKGo る 5 
ミコ ゴート 機能 mo シロ 0 テロ トシ ウロ ーー mmmm フ ラン ーー ら ] 
3 つの 運用 モー ドー ーー ドド に に ドド に ドド に に に に に に ーー ら つ 
運用 モー ド の 切り 奪え の うか Nbeteek 23 
周波 数 の 設定 1 の は: YY は 17 の ら 4 
VFO モー ド で 設定 ーー ドド に に に に に に に に に に に に に に に に に ーー の 4 
プリ セッ トモ ー ド で の 設定 Sa 4 
メモ リー モー ド で で 設定 ーー ドド ドド に に に に に に に に に に ピピ ーー らら 5 
メモ リー 機能 ーー ドレ トト レト に ーー に に に に に に ーー - ら 5 


メモ リー の 種類 と 使い 方 ーー ドド に に に に に に に に に に に に に に に に し っ 5 
チャ ン ネ ル の 登録 Ye な PT PHA 玉生 ら 6 
チャ ン ネ ル の 消去 や イン: まい ーー らら フ 


スキ セ ン 携 能 お で りあ PCPRN よ 区 どら 8 


VFO スキ ャ ン 半生 家人 らら 8 
プロ グラ ム ス ヌス キャ ンド ドド ドド ドド ドー ドド に ドド に に に に に に に に に に に に に に デデデ っ 9 
プリ セッ トス キャ ン …… 00 SE33DDSSn6 2 
モリ りー スキ セン oO 30 
チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 の の 到 Ri あ 皇 3 3③ ど 


メモ リー スキ ッ プ 機能 科す い 人 い に 33 


第 3 章 J-X3 の 便利 な 機能 


音声 反転 秘話 機能 ドレー レレ レレ レン レビー ビビ NN LetteZr -34 
盗聴 器 伴 見 機 能 で トレド ドド ドーレ に に に デレ に に に (に に に に に に に に に に に に に に に に デデデ ビビ 35 
キー ロッ クタ 機能 ーー ドー ドー ドド ドーン に に に に に に に に に デデデ デーン 3 アフ 
バッ テリ ー 僅 告 機能 内 YY コア 


リセ ッ ト の も か た に ドー ドー ドレ ドド レー ドド に に に に に に に に に に に に に デビ ビビ ーー38 
バー トリ セッ トト の も 38 
オー ルリ セッ ト の も か た ドド ーー ドド ーー に ビレ トレ に に に に に oo ピピ ビビ ーー 
セッ トモ ー ド 携 能 ……… eS 


各 項 目 の 設 定 方 法 ドド ドド ドー ドド ドド トード に に に に に ーーー ーー39 
ATT( ア w デ ネー タ ) 機 能 - tei EEEEEEHEEEEEEGE 40 
アン テ ナ の 設定 ドー ドド ーー ド ドド に に に に に に に に に に に デデデ ーー -40 
寺 波 型式 4 1 
ステ レオ 、 モツ ラル の 財 択 ーー ヤツ DA32KDS タ KGsts 42 
」 次 回 発見 機能 の 感 毅 設定 ーー 48 
| バン クリ ンク 設定 483 
: LAMP( ラ ンプ 機能 ーー ドド ーー ドー に に に に レレ に に に に に に に に デデデ ーー 44 
| スキ ャ ン モ ー ド の 設定 (タイ マス キャ ン / ビ ジー スキ ャ ン ) ーー ーーーーーー 44 
APD( オ ー ト パ ワ ー オ ブフ) 機能 SS eS ER 用 5 
BS( バ ッ テ リ セー ブ ) 機 能 ーー に ドレ に レレ に に レン に に に PP 4 
* メモ リー 上 書き 設定 ーー ドド ーーー ドド に に に に にゃ に に に ピン 4 
2 PRIO( プ ライ オリ ティ ) 幾 能 -…… ーー NAMES SS5 オア 
BEEP( ピ ビーフ ブ 意 ) 機 能 ーー ドド ドー ドー ドド に レト に に ピ レレ に に に に にゃ に にゃ に に に ビビ 引 4 アフ 
モニ ター 機能 、 ミ ュー ト 機 能 の 動作 方 法 ーー 48 
MONI| キー の 動作 設定 ドド ドゥー に ーー ドド ドレ に に に に に に に に に に に デデデ ーー 248 


0 ロー ン 機 能 SOeS か DEP CS es Oo ey に Ear 人 全 人生 滞 Tr ye 引 9 


第 4 章 付 銀 


トラ ブル シュ ー テ ィング 時 ロ ら 
アフ ター サー ビス に つい て っ pH っ っ っ cie 
5 OO ロ 4 


DJ-X3 は 、 小 さ な ボ ディ に 多彩 な 誠 能 を 搭載 し た ワイ ドバンド レシ ー バ ー で す 。 
使い や すい シン プル な キー 配列 、 科 単 な キ ー 朱 作 で 、 広 帯域 の コミ ュ ニ ケー ショ ン メ ディ 


ア を ワイ ド に 体 壮 で きま す 。 
DJ-X3 に は 次 の よう な 特徴 が ありま す 。 


1 の 出 て いる 周 流 数 を る スキ ャ 
科 能 を 挫 械 し て いま す 。 者 定 し た メモ リー バン ク 内 
を スキ ャ ン す る 「 メ モリ ー ス キャ ン 」 、 揮 定 し た 居 
波 致 の 上 限 下限 の 範囲 内 を スキ ャ ン す る 「 プ ログ 
ラム スキ ャ ン 。 な ど 、 い る ろ る いろ な スキ ャ ン 方 法 が あ 
り ま す 。 


堂 の 呼び 出し に 使う メモ リー テ ャ ン ネ ル の 他 に 、 
スキ ャ ン す る 外 周 の 上 限 ・ 下 隈 を 設定 で きる 「 プ ロ 
グラ ムチ ャ ン ネ ル 」 や . 2 つの 居 波 数 を 交互 に 愛 
で きる 「 プ ライ オリ ティ ー チ ャ ン ネ ル 」 な ど 、 多 
な メモ リー 機能 を 搭載 し て いま す 。 


盗聴 器 を 探知 


- 深 照 庄 で 便 わ れ そ うな 周波 数 を 探 色 す る 機能 が あり 
- ます 。 放 時 回 が ある と 判 有 記す る と 、 デ ィ ス プレ イ と 


如 ?: ニ で 
- 萬 樹 昔 で 知ら せま す 


生 を 理生 ーー 


: 斉 戸 反転 秘話 機能 で 理 声 を 肥 転 し て いる 信号 を 元 に :: 


: 戻す 機能 で す 。 


を お 読み くだ さい 。 


を お 読み くだ さい 。 


詳細 は 、 
「 盗 聴 器 発見 機能 ] (P.35) 
を お 読み くだ さい 、。 


詳細 は 、 
「 背 声 反 転 秘話 機能 」 (P.34) 
を お 読み くだ さい 。 


急 充 電 敵 子 を 絶対 に ショ ー ト させ な いこ と 。 


機器 の 故 随 や けが の 原 医 と な り ま す 。 


急 充 宮 す る 時 は 、 指 定 ひ の チャージャー を 使用 する こと 。 
半 上 それ 以外 を 使 用 する と 、 液 ち れ ・ 発 就 - 破 事 し 火災 - けが の 原因 と な り ま す 。 


《》 人 指定 の 専用 バッ テリ ー を 使用 する こと 。 


氏 幼 喝 の 手 の 届 く 場 所 に は 置か な いこ と 。 
けが な ど 事 部 の 原因 と な り ま す - 


急 磁 式 カ ー ド な ど を 近づけ な いこ と 。 
製品 に 内 蔵 さ む て い る 稀 石 や 忠 穫 を 淀 び た 部 品 で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や キャ ッ 


導 上 シュ カー ド な どの 内 容 が 消去 され る 場合 が な り ま す 。 


氏 呈 度 や ほこ り の 多い と ころ 、 ま た 高温 と な る と ころ に 保管 し な いこ と 。 
急 直 系 日 光 の 強い と ころ や 淡 天下 の 車 の 中 な ど に 長 時 間 放 置 し な いこ と 。 
攻 発熱 ・ 発 火 ・ 故 障 の 原 区 と な りす 。 


電子 機器 に 影響 を 与え る 場合 は 使用 し な いこ と 。 

自動 車内 で 便 圧 し た 場合 、 種 に より 涯 0 
(0 が あり ます 。 そ の よう な 場合 は 便 用 し な いで くだ さ 
系 チュ ー ナ ー、 テ レビ な ど 、 他 の 邊 に 形 用 を ちえ る よう か とき は . 距 中 を 離し 


設置 し て ください: 


氏 消 ら さ な いこ と 。 
水 な どの 商 体 が 入る と 発 熟 感電 ・ 故 隊 な どの 原 攻 と な りら ま す 。 便 用 場所 、 取 
奴 い に ご 注意 くだ さい 。 


急 音 通 の ゴミ と 一 緒 に 捨て な いこ と 。 


発火 ・ 環 者 破 圭 の 原因 と な り ま す 。 


下 第 59 炒 で 特定 の 拒 手 方 に 対し て 行わ れる 無線 通信 を 傍受 し て 、 そ の 存在 若しくは 
内 容 を 漏らし 、 又 は これ を 留 月 し て は な ら な い 」 と 通信 の 秘 宅 に 関し て 定め られ て いま す 。 
本 機 の 取り 扱い に は 十分 配慮 し 、 電 波 法 を 守っ て 下さ い 。 


・ 本 和 機 は 版 旦 な 管理 の 下 に 生産 及び 出荷 され ます が 、 万 が 一 、 ご 不審 な 点 や お 気付 き の 点 
が あり まし た ら 、 出 来る だ け 早 く お 買 い 上 げ い た だ いた 販売 店 だ た は 束 社 営業 所 へ ご 較 
絡 下 さい 。 

・ 本 機 は 広 常 域 受信 機 で す の で 、 体 の 内 部 侍 振 (スプ リア ス ) に より 、 受 信 出 来 な か っ た 

音 を 発生 する 周波 数 も や あり ます が 、 故 隊 で は あり ませ ん 。 

・ こ の 取扱 説明 書 は 、 予 告 な く 変更 する こと が あり ます 。 


け 属 呈 に つい 
DJ-X3 に は 、 次 の も の 
- 取扱 説明 書 (本 書 ) 

・ ア ン テ ナ 

・ ベ ルト クリ ッ プ (ビス 1 本 ) 

・ ス トラ ッ プ 

・ 著 是 池 ケー ス (EDH-318) 

・ ニ ッ ケ ル 水 素 バ ッ テ リ ー パ ッ ク (EBP-52NS) 
・ 充電 器 (EDC-105) 

・ ア ダ プ ブタ (EDC-B2) 

・ 保証 書 


・ 周波 数 デー タリ スト 


すく た で 


くだ さい 。 


て いま す 。 ご 確認 


が 付属 し 


一 アン テ ナ の 取り 付け 

ン テ ナ は DJ-X3 本 体 左上 の SMA 垂 ア 
テ ナ コ ネクター に 取り 付け ます 。 

ン テ ナ の 根元 を 持ち 、 図 の よう に 時 計 
向 ( 左 ) に ゆっ くり 回 し ます 。 


呈す ざる 


示 り 外す と き は 、 反 時 計 方 向 ( 左 ) に 回 し ま 
す . 


馬 朝 電池 ケー ス の 取り 付け 
乾電池 ケー ス を の 取り 付け か た 
乾 夫 池 ケー ス を 本 体 の 溝 に 合わ せ て 、 押 さえ る よう に 矢 
El の 方 向 に 「 カ チッ 」 と 音 が する まで 押し 込み ます 。 


乾電池 ケー ス の 取り 外し か た 
束 暑 池 ケー ス の ツメ を 押し て 、 矢 印 の 方 向 に ゆっ くり 引 
き 抜き ます 。 SR 
ー ン 
IN 7 光 
付 員 の ニッ ケル 水系 バッ テリ ー バ ッ ク も 同じ 方 活 で 
脱 で きま す 。 ツメ 
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馬 乾 電池 の セッ ト 

市 販 の 単 さ 型 ア ルカ リ 乾 電池 3 本 を 、 ケ 
ー ス 克 の 「+」、「-」 の 表示 に し た が っ 
て セッ ト し ます 。 


注意 ! 
・ 市 販 の 単 コ 型 ニ ッ カ ド 乾 電池 は 便 用 し な いで くだ さい 。 
・ 整 電池 は 同じ 種類 の 新しい も の を 使用 し て くだ さい 。 
・ 高 容 霊 の アル カリ 乾電池 を 使用 し て くだ さい 。 


還 ニ ッ ケ ル 水 素 バ ッ テ リ ー パ バック 


バッ ヂ チリ ー バ パ バッグ" 充電 時 間 . 
EBP-52NS (3.6V-SUOmAh) 約 10 時 間 


注意 ! 
・ 本 機 は 出荷 時 に は 充 箇 され て お り ま せん 。 
お 買い 上 げ 後 に 充電 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 
・ 本 バッ デ テリー を EDC - 105 で 充電 する 時 は 最大 1 時間 
が 必要 で す 。 
・ 充 電 は 0 ビー 40 で の 混 度 範 団 内 で お こ な っ て くだ さい 。 
・ バ パッ テリ ー バ ッ ク の 改造 、 分 解 、 炊 中 、 水 中 へ の 投入 は 危険 で すか らし な いで くだ さい )。 
・ バ ッ テ リ ー バ ッ ク の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な いで くだ さい 。 
機器 が 損傷 し た り 、 バ ッ テ リ ー の 発熱 に よる 火傷 の 久 れ が あり ます 。 
・ 必 要 以 上 の 長 時 間 の 充電 ( 周 充 宮 ) は バッ テリ ー の 性 能 を 低下 させ ます の で 違 け て くだ さい 。 
・ パ ッ テ リ ー パ ッ ク の 保存 は 、-20 や 一 +45 の 範囲 で 湿度 が 低く 乾燥 し た 場所 を 選ん で 
くだ さい 。 
それ 以外 の 温度 や 極端 に 湿度 の 高い 所 で は 、 バ ッ テ リ ー の 漏 液 や 、 人 金属 部 分 の サビ の 原因 
に な り ま す の で 避け て くだ さい 。 
・ 語 常 の 使用 で 約 500 回 の 充電 が 可能 で す が 、 所 定 の 時 間 充 患 し て も 使用 時 間 が 善 し く 短 
い 場 合 は 寿命 が つき た も の と 思わ れ ま す 。 
新しい も の に お 取替え くだ さい 。 
・ ご 使用 済み の バッ テリ ー バ ッ ク グ は 、 環 境 保 朗 の た め え な い ゴ ミ と いっ し ょ に 搭 て ず に 、 
当社 サー ビス に 相談 する か 、 ま た は 電 池 回 収 協力 店 へ ご 持参 くだ さい 。 
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圏 バ パッ テリ ー の ショ ー ト 防止 の ご 注意 


1 


金属 物 を 一 編 1 
な ご ど に 入れ 


バッ テリ ー 


バック を 等 ち 運 ぶ と き に は 、 


喘 子 を ショ ー ト させ な いよ うに 法 斉 し て 


くだ さい 3。 


大 電流 が 流れ て 火傷 や 火 了 を 起こ す 危 険 


が あり ます 。 


ん だ り 、 内 側が 金属 加工 の 
カバ ン な ど に 直接 入れ た 
り し な いで くだ さい :。 


カバ ン な ど に 入れ る と き は 、 電 気 を 通さ 


ん で くだ さい 。 


/ 必 人 
欠 空 


SA 
画 鍼 な どの 金属 類 に 


らら トー 


こり 、 雪 身 


電気 を 通さ な い 物 な ご を 表 
いて か ら 、 置 いて くだ さい 。 


画商 易 充 電器 (EDC-105) 


充電 方 法 


ニュ 


. 受信 滅 広 体 に ニッ ケル 水素 バッ テリ ー 


電源 ブラ ク バッ ク を 装 造 し ます 。( バ ッ テ リ ー パ バッ 


の ク 単体 で も 充 悪 可 能 で す ) 
24702 2. AC アダ プター プラ グ を 充電 串本 体 に 
援 読 し ます 。 


3. 充電 時 、 受 信 蔵 本 体育 面 の 充 夫 端 子 と 
電器 の 端子 と が 授 融 する よう に 、 充 
電器 の レバ パー で 、① か ら ③ の 位置 を 選 
択 し て くだ さい 。 (バッ テリ ー の 妊 類 に 


充電 端子 より 位置 が 異な り ます ) 
(受信 機 本 ) 4. 電源 プラ グ を 家庭 用 叶 源 の AC100V 
の コン セン ト へ 接続 し ます 。 
際 電 6 5. 充 吉 語 の 赤色 LED が 点灯 し 、 充 中 状態 
元 考 器 路子 な り ま す 。( 接 続 時 は 常時 到 加 濯 馴 で す ) 


トー 
- 注 昌 ! 


- 充電 中 バッ テリ ー の 慢 度 が 一 定 以 上 高く な る と 、 保 護 回 路 が 動作 し 、 玩 吉 を スト ッ プ し ま 


す 。 (赤色 LED が 消灯 し ます ) その 場合 、 速 や か に 受信 機 本 体 及 び 、 電 源 ブ ラグ を 取り 外 
し 、 原 因 を 取り 除い て か ら 使 用 し て くだ さい 。 


・ 商 易 充電 器 (EDC - 1 05) を 充電 使用 時 に は 、 必 ず ト ラン シー バー の 電源 を “OFF” に し 


て お いて くだ さい 。 


・ 簡 易 充 電器 (EDC - 105) を 使用 し な い 時 に は 、 電 源 コ ン セ ント か ら 外 し て お いて くだ さい 。 
・ 地 社 製 品 の 充電 等 に は 、 絶 対 に 使用 し な いで くだ さい 。 
・ 充 電 時 間 は バッ テリ ー バ パッ ク の 消 環 状態 及び 各 商 品 に よっ て 異な り ま す が 、 最 大 約 10 時 


間 必 要 で す 。 
間 パ ボッ テリ ー パ ッ ク の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


・ 本 機 の 充電 端子 を 金属 片 等 で 短 結 さ せ た り する と 、 本 機 に ダメ ー ジ を 与え る 場合 が あり ま 


す 。 


・AC100V が 番 し く 低 下す る と 、 序 電 で き な い こと が あり ます 。 
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呈 ベ ルト クリップ の 取り 付け 


1 人 4 


ベル トク リッ プ を 付 局 の ネジ で 相 体 の 背 


" 面 に 取り 付け ます 。 
確実 に 取り 付け た こと を 確認 し て くだ さ 


い 。 


ベル トク タク リップ と 本 体 の 少 の 間 に 左 の 図 
の よう に 取り 付け ます 。 


一 前 面部 
ディ スプ レイ 
局 波数 や 、 各 種 設定 肉 容 な ど を 表示 し ます 。 
(P.18) 
スピ ー カ ー 


濁 型 スピ ー カ ー が 内 感 さ れ て いま す . 


キー ボー ド 
モー ド の 切り 替え や 、 惑 設定 に 使い ます 。 
(P.12 の 
田上 面部 
アン テ ナ コ ネクター 
付 審 の アン テ ナ を 接続 する コネ クタ ー で す 。 
(P.10) 
イヤ ホン ジャ ッ ク 


イヤ ホン を 接続 する ジャ ヤック で す 。 


ダイ ヤル 、[VOL/SRL (SET)] キ ー 

(の GRB62R 細 ip 
定 を し ます 。 

ダイ ヤル を 和 す と 、 音量 、 ス ケル チ の 設定 、 
セッ トモ ー ド で の 項目 選択 が で きま す 。 
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避 藻 r 当 AS 壮 請 畔 還 


吉 苑 (fy 当 机 G 器 陰 


還 側 面部 
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[FUNC/ENTER] キ ー 

各 運 設定 の 開始 と 決定 に 使い ます 。 

約 1 秒間 押し 続け る と キー ロッ ク が で きま す 。 
(P.32 


[MON! (ST/SK)] キ ー 
押し て いる 敵 ス ケル チ が 開き ます 。 


また 、 ミ ュー ト 機 能 に も 使用 で きま す 。 


外部 電源 ジャ ッ ク 
外部 吉 源 で 使用 する と 寺 に 、AC ア ダ プ ター を 
接続 し ます 。 


注意 ! 
市 販 の 2 部 アン テ ナ を 使用 する と き は 、 ア ン テ ナ アー ス は 色 部 電源 の アー ス と 共通 に な ら な 
いよ うに 設置 し て くだ さい 。 


、 DJ-X3 


~ WIDE 3AH コ 
COMMWGHICA ON =ECEIy ミ 日 


費 源 を ON/OFF し ます 。 


スキ ャ ン を 実行 し ます 。(P.28) 

F 点 短 状 問 で は 、 音 声 反 転 秘話 機能 に 使い ます 。 
(P.34) 

運用 モー ド を 切り 替え ます 。(P.23) 

F 点 灯 状 態 で は 、 メ モリ ー の 書き 込み 、 消 去 に 使い 
ます 。(P26.27) 


-① | [POWER] キ ー 
⑧ | [SCAN (SCRT)] キ ー 
③ | [V/P/M (MW)] キ ー 


[BANK (1M/10M)] キ ー 


プリ セッ ト 、 メ モリ ー バ ンク を 切り 替え ます 。 
(P.24.25) 

VFO モー ド 時 は 、 ダ イヤ ル 1 クリ ッ ク で 増 洲 する 
周波 数 単位 を 切り え ます 。 


IF」 点灯 状態 と は 、[FUNC] キ ー を 押し て 、 デ ィ ス プレ イ の 左上 に 「F」 を 点灯 させ た 状 


半 で す 。 


鼓 苑 (r 愉 遇 器 喘 | ュ 」 | 


惑 藻 fr 党 AB 型 中 


RS いき 

押す と 京 灯 し ます 。 
10090MHz 以 上 の 周波 数 を 表示 する と き に 点灯 し ます 。 
(1000MHz の 桁 を 示し ます 。) 
電波 型式 を 表示 し ます 。 趣 波 型式 が WFM の と き は W、AM の と ぎ は A が 点 条 し 
ます 。 寺 波 型 式 が FM の と き は 点 訂 し ませ ん 。 
メモ リー スキ ッ プ 擬 吉 設 定時 に 点灯 し ます 。 
キー ロッ ク さ れ て いる と き に 点灯 し ます 。 
電池 の 残 畳 が 少な く な る と 点灯 し ます 。 
メモ リー の バン ク No.( 左 1 桁 分 ) お よび ば チャンネル No.( 右 ら 桁 分 ) を 表示 し ます 。 
周波 数 や 各種 設定 内 容 な ど を 表示 し ます 。 
音声 反転 秘 放 機 能 の 実行 中 に 点滅 し ます 。 


実行 中 に 点灯 し ます 。 


信号 の 受信 レベ ル を 表示 し ます 。 
か ら ⑱ は 本 機 で は 使用 し ませ ん 。 
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[POWER] キ ー を 約 1 秒間 押し 続け る と 電源 が 入り ます 。 
ディ スプ レイ に 「HELLO」 と 表示 され ます 。 


B 


[POWEH] キ ー 


ME と たよ 


アイ アア ナ / 


も う 一 度 [POWER] キ ー を 約 1 秒間 押し 続け る と 電源 が 切れ ます 。 


次 に 、 音 量 を 調整 し ます 。 手 岩 は 次 の と お り で す 。 


7 [voL/SQL (SET)] キ ー( タ ダイ ヤル ) を 押し ます 、 
ディ スプ レイ に 「voL」 と 表示 され ます 。 


の タイ ヤル を 回 し て 音量 を 調 束 し ます 。 
0 一 30 の 31 役 階 で 調整 で きま す 。 数字 が 大 きく な る ほ 


づ [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
通常 モー ド に 戻り ます 。 


音 が 出 な いと き は ? 

スケ ル チ が 閉じ て いる 場合 、 ま た は ミュ ー ト 機能 が 動作 し て し 
くし て も 受信 音 は 聴こえ ませ ん 。 

詳細 は 、 次 の 「 ス ケル チ の 調整 ] (P.G0) と 「 ミ ュー ト 機 能 ] ( 


ど 音 暑 が 大 きく な り ま す 。 


\ る 場合 は 音量 の 数 字 を 大 き ぎ 


P. ら 1) を お 読み くだ さい )。 
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UIT 肖 財 U 汐 府 EXT ロ 


ui9r 放 0 交 対 EXT ロ 


スケ ル チ と は 、 一 定 レ ベル 以上 の 信号 を 受信 し た と きのみ 、 ス ピー カー か が ら 音 を 出す 機能 
で す 。 受 信 信 号 が な いと き に スピ ー カ ー か ら 出 る 雑音 を カッ ト で き 、 待 ち 受け し や すく な 
りす 。 

スケ ル チ が 動作 し て いる 状態 か ら 、 信 号 を 受信 し て 受信 音 を 出す 状態 に な る こと を 「 ス ケ 
ル チ が 院 く 」 と いい ます 。 逆 の 瘍 合 を 「 ス ケル チ が 閉じ る ] と いい ます 。 


題 ス ケル チレ ベル の 設 
スケ ル チ は レベ ル を 設定 する こと に より 、 ど の 種 度 の 信号 を 受信 し た と き に スケ ル チ が 開 
く か を 靖 束 で きま す 。 手 順 は 次 の と お り で す 。 


7 [VoL/SQL (SET)] キ ー( ダ イヤ ル ) を ら 回 押し ます 。 
(ディ スプ レイ に [voL」 と 表示 され て いる と ぎ き は 、1 回 押し ます ) 
ディ スプ ブレ イ に 「SqL」 と 表示 され ます 。 
グ の タイ ヤル を 回 し て スケ ル チ レ ベル を 調整 し ます 。 
0 10 の 1 1 役 隊 で 調 奏で きま す 。 数 字 が 大 きく な る ほど スケ ル チ が 開き に くく な 
り ま す 。 
1 


+ 


LIMCG 


づ [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
通常 モー ド に 戻り ます 。 


メ モ 
Ni スケ ル チ を 常 鞭 開 いた 状態 こし た いと き は 、 ス ケル チレ ベル を 「0J」 に し ます , 


ど 0 


還 モニ ター 機能 
スケ ル チ を 件 制 的 に 開く 機能 で す 。 受 信 信 号 が 弱かっ た り 音 が 途切れ る と き に 、 設 定 され 
て いる スケ ル チ レ ベル に 関わ ら ず 一 時 的 に スケ ル チ を 開き ます 。 こ の 機能 は 、 セ ッ ト モ ー 
ド 内 で 、[MONI (ST/SK)] キ ー の 動作 を モニ ター 拉 態 と し て 設定 し た 場合 に 有効 に な り 
ます 。 設定 方 法 の 詳細 に つい て は 、「MONI キー の 動作 設定 ] (P. 48) を お 計 み くだ さい 。 


モニ ター 機能 に は HOLD と PUSH の ら 種類 が あり ます 。 ら 種類 と も [MONI (ST/SK)] 
キー を 押す こと で ディ スプ レイ に 「B」 が 点灯 し 、 ス ケル チ が 開き ます 。 


[MONI(ST/SK)] キ ー 


・PUSH の 設定 で は [MONI (ST/SK)] キ ー を 押し て いる 間 だ け ス ケル チ が 痢 きま す 。 
[MONI (ST/SK)] キ ー を 苑 す と 再び 設定 され た スケ ル チ レ ベル に 戻り ます 。 

- HLD の 設定 で は 一 度 [MONI (GT/SK)] キ ー を 振 す と スケ ル チ が 開い た まま の 状態 を 
保ち ます 。 下 度 [MONI_(ST/SK)] キ ー を 押す と モニ ター 携 代 は 哀 欠 さ れ 、 設 定 さ れ た 
スケ ル チ レ ベル に 戻り ます 。 


PUSH と HOLD の 切り 替え は セッ トモ ー ド 内 で 設定 し ます 。 設 定 万 法 の 詳細 に つい 
て は 、「MONI キー の 動作 設定 ] (P.48) を お 読み くだ さい 。 


甘 ミ ュー ト 機 能 

消音 畿 能 で す ,。 ス ケル チ が 開い て 信号 が 入っ て き て も 音 を 出さ な くす る 機能 で す 。 ま た 、 
ミュ ー ト 機能 が 動作 し て いる 衣 は ビー プ 音 も 喝 り ませ ん 。 この 機能 は 、 セッ トモ ー ド 内 で 、 
MON| キー の 動作 を ミュ ー ト 機能 と し て 設定 し た 場合 に 有効 に な り ま す 。 設定 万 法 の 詳細 
に つい て は 、「MONI| キー の 動作 設定 ] (PC.48) を お 読み くだ さい >。 


ミュ ー ト 義 能 に も HOLD と PUSH の ら 8 種類 が あり ます 。 2 種類 と [MONI (ST/SK)] 
キー を 押す きこ と で ディ スプ レイ に 「B」 が 点 減 し 、 ミ ュー ト 機 能 が 動作 し ます 。 


[MONI(ST/SK)] キ ー 


どら 1 


ロ 
て 
※ 
本 
を 
合 
っ 
て 
み 
ま 
2 


ur まり U 洒 着 EX 


・PUSH の 設定 で は [MONI (ST/SK)] キ ー を 押し て いる 間 だ け ミ ュー ト 機 能 が 動作 し ま : 
す 。 キ ー を 配 す と ミュ ー ト 開 能 は 解除 され 、 受 信 音 、 ビ ー プ 音 な ど が 聴こえ る よう に な 一 運用 モー ド の 切り 替え 

り ま す .。 [VZP/M (MW)] キ ー を 押す ご と に 、 図 の よう に 順に モー ド が 切り 替わり ます 。 
・HOLD の 設定 で は 一 度 [MONI (ST/SK)] キ ー を 押す と ミュ ー ト の 状態 を 保ち ます 。 再 
度 押 す と ミュ ー ト 機能 は 解除 され 、 受 信 斉 、 ビ ー プ 音 な ど が 聴こえ る よう に な り ま す 。 


メ モ 
モニ ター 機能 と ミュ ー ト 工 能 は いずれ か 一 方 し か 居 択 で きま ビ 


これ で 信号 を 受信 する た め の 準 滑 か が で きま し た 。 次 は 、 実 際 に 周波 数 を 合わ せ て 信号 を 受 
信 し て み ま し ょ う - = _- 
次 の セク ショ ン で は 、DJ-X3 が も つ 3 つの 運 与 モー ド に つい て 説明 し ます 。 プリ セッ トモ ー ド Wo メモ リー モー ド 


MW 
DJ-X3 に は 、VFO モー ド 、 プ リセ ッ ト モ ー ド 、 メ モリ ー モ ー ド の 3 つの 運用 モー ド が あ 
り ま す 。 NN も モ 
メモ リー モー ド に 何 も 登 録 さ れ て いな いと き は 、 メ モリ ー モ ー ド は スキ ッ プ され 、VFO モ 

VFO モー ド ダイ ヤル で 周波 数 を 連続 的 に 可変 する する モー ド で す 。 ー ド と プリ セッ トド モー ドガ 守 に 切り 土 わり ます 。 
プリ セッ トモ ー ド AM ラジ オ 、FM ラジ オ 、TV 1 68 チャンネル の 音声 周波 

数 が あら か じ め セ ッ ト さ れ て いま す 。 
に コー ミー に ま RE あら か じ め 登 録 し て お いた 大 波数 を 呼び 出し て 運用 する モー 

ド で す 。 


メ モ 
メモ リー 登録 を する に は 、「 メ モリ ー 機 能 〕(F25) を お 誠 み くだ さい 。 


どど 


NATUdoySRel 、。 | 


ur や ざり 酒 RR EXPO 英生 同 胃 雇 


ど 4 


田 メ モリ ー モ ー ド で の 設定 


画 VFD モー ド で の 設 6 了 [BANK (1M/1OM)] キ ー で バン ク を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル を 1 クリ ッ ク 回 す と 、 居 波数 が 1 チャ ン ネ ルス テッ プ 分 だ け 購 減 し ます 。 回 - 
BANK (1M/10M)] キ ー を 1 回 押さ と 1MHz モー ド に な り 、 ダ イヤ ル を 1 クリ ッ ク 回 バンク No. チャ ン ネ ル No. 
す と 1MHz 単位 で 周波 数 が 増減 し ます 。 | ALNC9 
再度 [BANK (1M/10M)1] キ ー を 押す と 10MHz モー ド に な り 、 ダ イヤ ル を 1 クリ ッ ク 回 


す と 10MHz 単位 で 周波 数 が 汗 浅 し ます 。 ロ 
1MHz モー ド 、10MHz モー ド の と き は 、 そ れ ぞ れ 1 MHz 拓 、10MHz 桁 の 数 字 が 点 減 Rg 
し ます 。 を 
司 波数 を 増減 人 
[ 誠 
み 
1 回 氏 す と の タイ ヤル で チャ ン ネ ル を 選択 し ます 

1MHz 江 位 で 載 減 登録 され て いな い バ ンク 、 テ チャン ネル は 選 沢 で きま せん 。 

2 回 押す と 登録 され は ク 、 テ ャ ン ネ ル は 選択 は ん 。 

10MHz 単 位 で 増減 


メモ リー 機能 と は よく 使う 周 泳 数 な ど を 登録 し 、 負 途 に 応じ て 呼び 出し て 受信 する 機能 で 


す , 登録 され た 周波 数 を チャ ン ネ ル と 呼び ます 。 

DJ-X3 に は 通常 メモ リー テ ャ ン ネ ル 用 、 プ ログ ラム スキ ャ ンチ ャ ン ネ ル 用 、 ブ ライ オリ 
較 プ リセ ッ ト モ ー ド で の 設 - ティ チャ ン ネ ル 必 、 ゼ サー チ パ ス メ モ リー チャ ン ネ ル 用 の 4 種類 の メモ リー バン ク が あり 
ます 。 ここ で は 、 そ れ ぞ れ の 種類 の バン ク に つい て 説明 し ます 。 


7 BANk キー で 妥 き た い バ ンド 帯 を 選択 し ます 。 


[BANK (1M/10M)] キ ー を 押す ご と に 、 バ ンド 帯 が AM ラジ オー FM ラジ オー TV 較 メ モリ ー の 種類 と 使い 方 
ー AM ラジ オ … の 順に 切り 替わり ます 。 通常 メモ リー テ チャンネル ーー メモ リー モー ド で 呼び 出す 通常 の チャ ン ネ ル で 
す 。70ch x 10 バ ンク 、 合 計 700ch の 周波 数 
を 登録 で きま す 。 よ く 使 う 周波 数 を 登録 し て お く 
- と 、 簡 単に 呼び 出す こと が で きま す 。 
プロ グラ ム ス キ ャ ンチ ャ ン ネ ル プロ グラ ム ス キ ャ ン 機 能 に 使用 し ます 。 ら 0 組 の 
周波 数 錠 囲 (上 限 と 下限 ) を 登録 で きま す 。 
ブラ イオ リティ チャ ン ネ ル ーー プラ イオ リティ 機能 に 使 及 し ます 。8ch の 周波 数 
を 登録 で きま す 。 
サー チバ パス メモ リー チャ ン ネ ル スキ ャ ン 時 に 韻 止 し て 欲し く な い 周 波数 を 登録 し 


て お く と 、VFO ス キャ ン 時 と プロ グラ ム ス キ ャ 
ン 時 に その 周波 数 を バス し ます 。 100ch の 属 汽 


2 ダイ ヤル で 周波 数 (TV の 場合 は チャ ン ネ ル ) を 増減 し ます 。 数 を 登録 で きま す 。 
メ モ 誠 竹 意 ! 
AM ラジ オ の 場合 は ディ スプ レイ 部 に 「A] と 表示 され 、FM ラジ オ 、TV の 場合 は ディ ス ブ サー チ パ ス メ モ リー チャ ン ネ ル 内 に 、 同 じ 周 波数 を 重要 し て 登録 する こと は で きま せん 。 晴 
レイ 部 に 「W」 と 表示 され ます 。 ま た 、AM/FM ラジ オ の 場合 は 周波 数 が 、TV の 場合 は チ 録 し よう と する と エラ ー 音 が 鳴り ます 。 


ャ ン ネ ル が 表示 され ます 。 どら 


9r 宇 骨 U 閑 情 EX-P ロ 
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一 チャ ン ネ ル の 登録 
チャ ン ネ ル の 登録 方 法 は 次 の と お り で す 。 


7 VFO モー ド で 登録 し た い 周 波数 を 設定 し ます 。 
バン ク No. チャ ン ネ ル No. 


の [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「F」、 バ ンク の 種類 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 が 表示 され ます .。 


[BANK (1M/10M)] キ ー で バン ク を 選択 し ます 。 
バン ク と メモ リー の 濃 係 は 次 の と お り で す , 


0 一 9 - 敵 常 メモ リー チャ ン ネ ル 用 バン ク 
AB neettm ブロ グラ ム ス キ ャ ンチ ャ ン ネ ル 用 バン ク 
Pi ブラ イオ リティ チャ ン ネ ル 用 バン ク 
EEPPPREEPEPEEEEEE サー チ パ ス メ モ リー チャンネル 用 バン ク 


用 途 に 応じ て 登録 する バン ク を 選択 し ます 。 


プイ タイ ヤル で チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
バン ク の 種類 に よっ て 登録 でき る チャ ン ネ ル 番 号 は 次 の と お り で す 。 


バン ク 0 一 9 ……… 00 一 69 

バン ク P 90 一 07 

KN クル に と 00 9 

バン ク の 種類 が 点 減 し て いる チャ ン ネ ル は 空 で 、 点 灯 し て いる チャ ン ネ ル に は 既に デ 
ー タ が 書き 込ま れ て いま す 。 


の [V/P/M (MW)】 キ ー キ ー を 押し ます 
チャ ン ネ ル に 周波 数 が 登録 され ます 。 


メ モ 
Ni - メモ リー の 道 加代 設 は で きま せん 。 
・ 初期 設定 で は デー タ 既 存 チ ャ ン ネ ル へ の 上 書き は で きま せん . 詳細 は 「 メ モリ ー 上 書き 設 
定 ]」 (P.4B) を お 放 み くだ さい 。 


軒 チ ャ ン ネ ル の 消去 
チャ ン ネ ル に 登録 され た 局 波数 を 消去 する 万 法 は 次 の と お り で す 。 


7 [MP/M (MW)] キ ー で メモ リー モー ド に し ます 。 


の 消去 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル の 呼び 出し 方 法 に つい て は 、「 メ モリ ー モ ー ド で の 設定 」(P.25) 
を お 謗 み くだ さい 。 _ 


づ [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ ス ブ レ イ に 「F」 が 点灯 し ます 。 


バン ク No. チャ ン ネ ル No 


プ [V/P/M (MW)] キ ー を 押し ます 。 
選択 し た チャ ン ネ ル の 内 容 が 消去 され ます 。 


メ モ 
IN 登録 し た チャ ン ネ ル を 一 括 で 消去 する こと も で きま す 。 詳細 は 「 リ セッ ト の し か た 」 (P.38) 
を お 読み くだ さい 。 


USNIKE2DGMeI 、、 | 


NM 


ur まり 注 対 6XT ロ 


どら 8 


スキ ャ ン と は 周 周 流 数 を 周期 的 に 変化 させ て 受信 し 、 信 号 の 出 て いる 周波 数 (チャンネル) 


を キャ ッ チ する 機能 で す 。 


DJ-X3 に は 次 の スキ ャ ン 機 能 が あめ り ま す 。 


VFO ス キャ ンー VFOU モード で 100Hz 一 12599.995MHz の 全 周 波数 節 臣 を 
スキ ャ ン し ます 。 

プロ グラ ム ス キ ャ ン …‥… あ め あらかじめ セッ ト さ れ た 周波 族 の 上 限 ・ 下限 の 範囲 内 を スキ 
ャ ン し ます 。 

プリ セッ トス キャ ン …‥… プリセット モー ド で 選択 し た バン クタ 内 を スキ ャ ン し ます 。 

メモ リー スキ ャ ン ……… メモ リー モー ド で 設定 し た バン クタ 内 を スキ ャ ン し ます 。 


較 VFDU スキ ャ ン 
7 [VP/M (MW)] キ ー で VFO モー ド に し ます 。 
グ [SCAN (SCRT)] キ ー を 押し ます 。 


9 [SCAN (SCRT)] キ ー を 押し た まま ダイ ヤル を 回 し て 、 表示 を 「vFo」 に 合わ せま す 。 
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VFO ス キャ ン を 開始 し 、 デ ィ ス プレ イ の 小数 点 が 点 減 し ます 。 
信号 を キャ ッ チ する と 、 ス キャ ン を 一 時 停止 し ます 。 


一 ブ ログ ラム スキ ャ ン 
スキ ャ ン す る 範 回 の 上 限 と 下限 を 設定 し て 、 その 団 内 を スキ ャ ン し ます 。 設定 し た 上 限 、 
下 眼 の 周波 数 を プロ グラ ムチ ャ ン ネ ル と 呼び 、DJ-X3 に は 20 組 の プロ グラ ムチ ャ ン ネ 
を 登録 で きま す 。 設 定 方 法 の 矢 細 に つい て は 「 チ ャ ン ネ ル の 登録 」(P.88) を お 謗 みく 
だ さい 
プロ グラ ム ス キ ャ ン の 操作 手順 は 次 の と お り で す 。 


7 [MP/M (MW)] キ ー で VFO モー ド に し ます 。 
グ [SCAN (SCRT)] キ ー を 押し ます 。 
づ [SCAN (SCHT)] キ ー を 押し た まま ダイ ヤル を 回 し て 、 ス キャ ン を 開始 し た い ブ ロ 


グラ ムチ ャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
同じ 末 号 同士 の AB 癌 を スキ ャ ン し ます 。 


ブロ グラ ムチ ャ ン ネ ル N0. 


人 [SCAN (SCH)]] キ ー を 兄 し ます 。 
ブ プログラム スキ ャ ン を 開始 し ます 。 デ ィ ス プレ イ の 小数 点 が 点 減 し 、 プ ログ ラム スキ 
ャ ン で ある こと を 示す 「PS」 が 点灯 し ます 。 信 辿 を キャ ッ チ する と 、 ス キャ ン を 一 
時 他 止 し ます 。 


メ モ 
Ni プロ グラ ム ス キ ャ ン 時 の ステ ッ プ 周波 数 と 電波 型式 は 、 メ モリ ー 書 き 込 み の (登録 ) 時 の 設定 で 


は な く 、 現 在 の VFO の 設定 に な り ま す 。 


に (に) 


まり 交 避 EXT ロ 


光り 水 民 EXF ロ 
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田 プ リセット スキャン 


7 [V/P/M (MW)] キ ー で ブリ セッ トモ ー ド に し ます 。 


の [BANk (1M/10M)] キ ー で 、AM ラジ オ 、FM ラジ オ 、 ま た は TV を 選択 し ます 。 


づ [SCAN (SCRT)] キ ー を 押し ます 
プリ セッ トス キャ ン を 開始 し 、 デ ィ ス プレ イ の 小数 点 が 点 減 し ます 。 
信号 を キャ ッ チ する と 、 ス キャ ン を 一 時 停止 し ます 。 


置 メ モリ ー ス キャ ン 


メモ リー 


メモ リー 


モー ド 時 に 、 特 定 の バン ク 内 また は 全て の バン ク 内 を スキ ャ ン し ます 。 


スキ ャ ン に は 次 の 3 種 天 が め り ま す 。 


単 バ ンク スキ ャ ン 選択 し た 1 つの バン ク 内 の み を スキ ャ ン し ます 。 
バン クリ ンク スキ ャ ン … ス キャ ン す る バン ク を 最大 5 つま で リン ク さ せ て 、 そ の バン 


ク 内 を スキ ャ ン し ます 。 あ ら か じ め リ ンク 設定 が 必要 で す 。 
設定 方 法 に つい て は 「 バ ンク リン ク の 設定 」 (P.43) を お 読 
くだ さい )。 


全 バ ンク スキ ャ ン バン ク 0 一 バン ク 98 の 全 バ ンク が スキ ャ ン の 対象 と な り ま 


NO 


す 。 


メ モ 
どの 種類 の スキ ャ ン で も 、 バ ンク AGB)、P、J は スキ ャ ン で きま せん 。 


ET 


メモ リー 


スキ ャ ン の 操作 手順 は 次 の と お り で す 。 


7 [V/P/M (MW)] キ ー で メモ リー モー ド に し ます 。 


の [SCAN (SCRT)] キ ー を 押し ます 。 
メモ リー スキ ャ ン の 種類 が 表示 され ます 。 


| ALMCD 
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メモ リー スキ ャ ン の 構 類 


に 】 [SCAN (SCRT)] キ ー を 押し た まま ダイ ヤル を 回 し て 、 メ モリ ー ス キャ ン の 種類 を 


選択 し ます 。 

mEmory ーー 単 バ ンタ クス キャン 
INKAGAESR222T2Rosa バン クリ ンク スキ ャ ン 「 
ALL2OSSSRoeSCG1 全 バ ンク スキ ャ ン 


時 バン タス キャ ン を 選択 し た と き は 、 メ モリ ー モ ー ド で 表示 され て いる 現在 の バン ク 
が スキ ャ ン の 対象 と な り ま す 。 


作 [SCAN (SCRT)] キ ー を 離し ます 。 


メモ 


リー スキ ャ ン を 開始 し 、 デ ィ ス プレ イ の 小数 点 が 点滅 し ます 。 


信号 を キャ ッ テ す る と 、 ス キャ ン を 一 時 停止 し ます 。 


さ 


メ モ 

次 の 項 巨 は 各 ス キャ ン に 共通 の 仕様 で す . 

・ ス キャ ン の 上 了 殆 方 向 は 、 最 後に 操作 し た 方 向 に よっ て 決ま り ま す . (た だ し 、 プ ビグ ラム 
スキ ャ ン の 場合 は 対 に な る 周波 数 の 万 向 に 届か っ て スキ ャ ン を 開 色 し ます ) 

-・ スキ ャ ン 中 に ダイ ヤル を 回 す と スキ ャ ン 方 向 を 変更 で きま す 。 

・ ス キャ ン を 停止 する に は 、 ダ イヤ ル 、[MONI (ST/SK)] キ ー 以 外 の 操作 を し て くだ さい 。 

・ ス キャ ン 中 に モニ ター 幾 能 を 動作 させ る と 、 そ の 問 は スキ ャ ン が 一 時 停止 し ます 、 モ ニタ 
ー 機 能 を 解除 する と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 

・ ス キャ ン を 再開 する 双 件 を 設定 する こと も で きま す 。 詳 細 は 、「 タ イマ スキ ャ ン 、 ビ ジー 
スキ ャ ン 設 定 」 (P.44) を お 読み くだ さい 。 


コ 1 


uu 南 叶 EXTO 還 富 


7 還 ま 0 酒 冒 EX-FPH 


づら 


チャ ン ネ ルス テッ プ と は 、 周 波数 を 詩 整 する と き の ワ ンス テッ プ あ た り の 過 減 時 で す 。 
VFO モー ド で 周波 数 を 語 整 する と き 、 ダ イヤ ル を 1 クリ ッ ク 回 すご と に 何 kHz 環 減 する 
か を 設定 し ます 。 

手順 は 次 の り と お り で す 。 


7 [VP/M (MW)] キ ー で VFO モー ド に し ます 。 


の [FUNc/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ ブレイ に 「F]」 が 点灯 し ます 。 


づ [MONI (ST/SK)] キ ー を 押し ます 。 
現在 選択 され て いる チャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され ます 。 初期 設 定 は 「AUto]」 で す 。 


作 ケイ ヤル で チャ ン ネ ルス テッ プ を 選択 し ます 。 
5、6.25、8.33、10、12.5、15、20、25、30、50、100、AUTO か ら 涯 択 
し ます 。 単位 は kHz で す 。 


の [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 を 完了 し ます 。 


メ モ 
IN ・ AUTO は 各 周 波 唐 で 適正 の チャ ン ネ ルス テッ プ と 寺 波 型式 を 自動 的 に 設定 する 機能 で す 。 
・AUTO に 設定 され て いる と き は 寺 波 型式 の 変更 は で きま せん 。 ま た 、1620kHz EA 下 の 
周波 数 の と き に 選 波 数 ステ ッ プ 、 画 波 型式 と も 固定 の まま で 変更 する こと は で きま せん 


メモ リー スキ ッ プ 機能 と は 、 メ モリ ー ス キャ ン 時 に 、 設 定 し た メモ リー チャ ン ネ ル を スキ 
ッ プ させ る 機能 で す 。 

スキ ッ プ させ た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 設定 する 手順 は 次 の と お り で す 。 

7 [MP/M (MW)] キ ー で メモ リー モー ド に し ます 

の スキ ッ プ させ た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 


づ [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 
ディ スプ レイ に 「F」 が 点 灯 し ます 、 


作 [MONI (ST/Sk)] キ ー を 押し ます 。 
メモ リー スキ ッ プ が 設定 され ます 。 


メモ リー スキ ッ プ を 解除 する に は ? 
メモ リー スキ ッ プ を 毅 除 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 呼び 出し て 、 手 順 3、4 の 操作 を し 
ぶす 。 
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音声 反転 秘話 開 能 で 斉 戸 を 反転 し て いる 信号 を 、 元 の 信号 に 戻す 大 能 で す 。 
近 順 は 次 の と お り で す 。 


音声 を 反転 し て いる 信号 の 周波 数 に 合わ せま す 。 


の [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ (に 「F」 が 点灯 し ます 。 


づ [SCAN (SCRT)] キ ー を 押し ます 。 
音声 反転 秘話 機能 が 動作 し 、 デ ィ ス プレ イ に 「*」 が 点 減 し て 音声 反転 用 の キャ リア 


京 滅 キャ リア 重 号 


作 タイ ヤル で キャ リア 番号 を 合わ せま す 。 
キャ リア 番号 は 00 18 か ら 選択 し ます 。 キ ャ リア 番号 を 変更 し な が ら 音 声 が 認識 
で きる 状態 に 合わ せま す 。 


メ モ 
NN [FUNC/ENT=R] キ ー を 控 す と 、 設定 し た キャ リア 番号 で 音声 反転 秘話 歓 能 を 動作 させ な 


が ら 受 千 周 渡 数 を 変更 で きま す 。 


音声 反転 秘話 機能 を 解除 する に は ? 


[FUNCZENTER] キ ー を 押し て か ら [SCAN (SCRT)] キ ー を 押し ます 。 


盗聴 器 で 使わ れ そ うな 周波 数 を 、 登 録 し た メモ リー バン ク で リン クス キャ ン を させ て 盗聴 定 
波 を 探知 する 機能 で す 。 盗聴 庄 が ある と 判断 する と 、 デ ィ ス プレ イ と 警告 音 で 知ら せま す 。 


is 注意 ! 
回 この 機能 を 動作 させ る と き は 、 必 ず イ ヤ ホ ン を 外し て くだ さい 。 


7 [MONI (ST/SK)] キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
ディ スプ レイ に 「*」 が 点灯 し 、 リ ンク 設定 し た メモ リー バン ク に 従っ て 自動 的 に ス 
キャ ン を 開始 し ます 。 


鼓 監 具 半 束 S EX-FO 


点灯 
盗 肛 電 流 が ある と 判断 する と 、 デ ィ ス プレ イ に 「dc」 が 点滅 し 、 ス キャ ン が 停止 し ます 。 


2 [VOL/SQL(SET)] キ ー( ダ イヤ ル ) を 押し 、 音 量 を 調整 で きる よう に し ます 。 
ハウ リン グ の 音 が 本 体 の 向き で 発生 する よう に 音 引 を 調整 し 、 交 聴 器 を 楽し 出し ます 。 
この と き ス ピー カカ の 開口 部 を ふさ が な いで くだ さい 。 


メ モ 
NN 盗 量 問 発見 機 能 の 探知 感度 を 設定 で きま す 。 詳細 は 「 盗 肝 器 発見 機能 の 感度 設定 ] (P.42) を 
お 読み くだ さい 。 


うら 5 


に 13 


導 : 注意 
* hm 周り の 斉 が 大 きい と 、 盗 聴 器 を 発見 し 
に くく な けり ます 。 
電波 状況 に より 正確 に 動作 し な いこ と が あり ます 。 
・ 減 電圧 の 状態 で は 正常 に 動作 し ませ ん 。 必 ず 新 し い 電 池 を 使用 し て 下さ い 。 
・ こ の 機能 は ハウ リン グ の 有無 に より 盗 時 電 波 を 探知 す る た め 、 動 作 中 に 大 き な 音 が 出る 場 
合 が あり ます が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 
・ 検 知 で きる 範囲 は 盗聴 器 の 種類 に も より ます が 、 日 畳 程 度 の 広 さ で す 。 


盗聴 器 発見 機能 を 解除 する に は ? 
一 度 電源 を 切り 、[MONI (ST/SK)] キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 


メ モ 
Ni [MONI (ST/SK)}〒ー を 拓 し な が ら 品 洒 を 入れ て も 次 膨 庄 発 移 モー ド に な ら な い 場 合 は 、 バ 
ED ) な いか が か 、 リ ンク 設定 され て いる バン ク 内 に メモ リー デー タ が 全く 
き 入 まれ て いな いと 却 え られ ます .。 この 場合 は 、 バ ンク リン ク の 設定 を し て 、 リ ング 設定 
22 の つの メモ リー チャ ン ネ ル に メニ リー デー タ を 書き 込ん で くだ さ 
い 。 


ーー ニー ーーーーー ニ ーー ニニ ーー ニー ニニ ーーー ニ ーー ニー ニー ーー ニー ーーーー ーーー ニー ニー ニー ニー ニー > 


同じ 設定 で 受信 、 本 衝 SI き な ど に 、 誤 操 f 作 を 防止 する た め 、 一 時 的 に キー 


操作 を で き な く する 機能 で 
キー ロッ ク 中 で も IE 
・ モニ ター 機能 


・ ミ ュー ト 機 能 

- 音量 、 ス ケル チ の 調整 
- キー ロッ ク の 解 叶 

・ 吉 源 の ON/OFF 


キー ロッ ク の 設定 手順 は 次 の と お り で す 。 


7 [FUNC/ENTER] キ ー を 約 1 秒間 押し 続け ます 。 
キー ロッ ク が 設定 され 、 デ ィ ス プレ イ に キー ロッ ク 中 を 示す マー ク が 上 京 灯 し ます 。 


点灯 


[FUNC/ENTER] キ ー 


キー ロッ ク を 解除 する に は ? 
も う 一 度 [FUNC/ENTER] キ ー を 約 1 秒間 押し 続け ます 。 キー ロ ッ ク が 懇 除 され て 、 キ ー 
ロッ ク 中 を 示す マー ク が 潜 え ます 。 


露 池 の 残 量 が 少な く な る と 、 デ ィ ス プレ イ に 零 池 マー ク が 点灯 し ます 。 電 池 マ ー ク が 点灯 
する と すぐ に 使え な く な る の で 、 新 し い 電 池 と 交換 し て くだ さい 。 


点灯 
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坪 臣 刀 財 瑞 S EX-T ロ 


メモ リー の 登録 内 容 や 、 各 種 設 定 な ど を 消去 し 、 初 期 設 定 に 戻す こと が で きま す 。 


リセ ッ ト に は 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 


バ パート リセット ーー ドー ドー ドー 


オー ルリ セッ トー ドー ドー 


リセ ッ ト の 手順 は 次 の と お り で す 。 


田 バ パー トリ セッ ト の し か た 


メモ リー の 登録 内 容 は 保持 し 、 そ れ 以 外 の 癌 設定 
内 容 を リセ ッ ト し ます 。 

メモ リー の 登録 内 傘 お よび 台 設 定 内 容 を 全て リセ 
ッ ト し ます 。 た だ し 、 プ リセ ッ ト (AM ラ ジオ /FM 
ラジ オ /TV) の 登録 内 容 は リセ ッ ト で きま せん 。 


[FUNC/ENTER] キ ー を 押し な が ら 埋 源 を 入れ ます 。 


[FUNC/ENTEH] キ ー 


一 オー ルリ セッ ト の し か た 


[FUNC/ENTER] キ ー、[BANK (1M/ 
を 入れ ます 。 
[FUNC/ENTER] キ ー 


10M)] キ ー、 ダ イヤ ル を 局 時 に 江 し な が ら 、 電 源 


各種 機能 を より 使い や すく ぐす る た め に 、DJ-X3 を カス タマ イズ する 機能 で す 。 


次 の 項目 の 設定 が で きま す 。 

ATT( ア ッ テ ネ ー タ ) 機 能 
アン テ ナ の 設定 
電波 型式 の 変更 


ステ レオ 、 モ ノラ ル の 居所 

次 用 語 発見 機能 の 感度 設定 
バン クリ ンク 琶 定 

LAMP( ラ ンプ 機能 

スキ ャ ン モ ー ド の 設定 (タイ マス キャ ン / ビ ジー スキ ャ ン ) 
APO( オ ー ト パワ ー オ ブフ) 機能 
BS( バ ッ テ リ セー プ ) 機 能 

メモ リー 上 寺 設 定 
PRIO( プ ライ オリ ティ ) 機 角 
BEEP( ビ ー プ 合 ) 機 能 

モニ ター 機能 、 ミ ュー ト 機 能 の 動作 方 法 
MON| キー の 動作 設定 


田 各 1 項目 の 設定 方 法 


セッ トモ ー ド の 各 項 衛 は 次 の 方 法 で 設定 し ます 。 


7 [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「F」 が 点灯 し ます 。 


グ の [VoL/SQL(SET)] キ ー( ダ イヤ ル ) を 押し ます 。 
セッ トモ ー ド に 入り 、 項 目 名 が 表示 され ます 。 


づ [VOL/SQL(SET)] キ ー( ダ イヤ ル ) を 押し て 、 設 定 する 項目 を 選択 し ます 。 
[VOL/SQL(SET)] キ ー( ダ イヤ ル ) を 押す ご と に 項目 の 表示 が 次 の よう に 変わ り ま す -。 
At 一 whIP(EAr) ー AbAr 一 SbAr 一 wAvE 一 StErEo(mono) 一 bUg 一 BLO 


(P.4O) 
(P.4O) 
(P.41) 
(P 48) 
(P.4) 
(P.43) 
(P.43) 
(P.44) 
(P 45) 
(P.48) 
(P.46) 
(P.4 プ ) 
(P.4⑦) 
(ご .48) 
(P.48) 


ー LAmP 一 tlIrmEr(oUSy) 一 APo 一 DS 一 ow 
ー monl(mUtE) 一 Att … 


[MONI (ST/SK)] キ ー を 押す と [VOL/SQL(SET)] キ ー 


目 が 変わ っ つて いき ます 。 
ダイ ヤル を 回 し て 設定 値 を 変更 し ます 。 


や 


の [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
設定 を 完了 し ます 。 


音 設 定 の 詳細 は 次 を お 読み くだ さい 。 


・ Pr 一 bEEP 一 PUSH(HoLg) 


(ダイ ヤル ) と は 逆 の 順 径 で 項 
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哉 藻 只 当 洋 S EXT ロ 


較 ATT( ア ッ テ ネ ー タ ) 機 能 ' セッ トモ ー ド で 各 ア ン テ ナ の 項目 に 合わ せま す 、 
他 の チャ ン ネ ル か ら の 影 響 を 事 減 する 機能 で 
9 要 を 受け て いる よう な 場合 に 便 し 
ます 。 

ATT 機能 を ON に する と 、 受 信 信 号 レベ ル で 約 20dB 洲 三 し ます 。 


セッ トモ ー ド で 「Att」 の 項目 に 合わ せま す 9 。 


- 各社 バー アン テ ナ の 場合 は 、 ダ イヤ ル で ON/OFF を 選択 し ます 。 
・ イ ヤ ホ ポン アン テ ナ の 場合 は 、 ダイ ヤル で イヤ ホン アン テ ナ か が ホイップ アン テ ナ か を 志 択 
し ます : 


メ モ 
NN - 各種 バー アン テ ナ が OFF の 場合 は 、 外 部 アン テ ナ ( 付 属 の ホイ ッ プ 型 ア ン テ ナ ) で の 受信 と 
な り ま す 。 
"イヤ ホン アン テ ナ は . コー ド の 状態 に よっ て 受信 ざれ る 信 合 が 不安 定 に な る こと が ありま 
に 証 
- パー アン テ ナ に よる 受信 は . 電波 状況 に より 信号 が 不安 定 に な る こと が あり ます 。 
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- ダイ ヤル で DN/OFF を 設定 し ます 。 
- 初期 設定 は OFF で す 。 


還 ア ン テ ナ の 設定 
DJ-X3 は 受信 する 周波 数 帯 に 応じ て アン テ ナ の 種類 の 切り 替え が で きま す 。 画 坦 波 型 式 の 変更 
DJ-X3 の アン テ ナ に は 次 の 4 種類 が あり ます 。 吉 波 型式 (モー ド ) を AM、FM、WFM か ら 選 択 し ます 。 
AM バー アン テナー ーー レレ ーー 本 体内 大 の アン テ ナ で す 。AM ラジ オ 帯 を 含む セッ トモ ー ド で 「wAvE」 の 項 巨 に 合わ せま す 。 
100 一 1620kHz を 受信 し ます 。 
短 流用 バー アン テナー … 本 体内 蔵 の アン テ ナ で す 。 短波 帯 を 含む 
1625kHz - 12MHz を 受信 し ます 。 | 当 
イヤ ホン アン テナー Na イヤ ホン の コー ド が アン テ ナ に な り ま す 。12M | 
より 上 の 周波 数 逢 を 受信 し ます 。 
部 アン テナー レード ーーー ーー ーー 付属 の ホイ ッ プ 型 ア ン テ ナ で す 。 全 周波 数 季 囲 で 
利用 で きま す 。 | 
2 頂 孔 は 以下 の よう に 表示 れ ま す 。 
AM バー アン テナー ーー ADAT 
加計 アンテナ RS SbAr - ダイ ヤル を 回 す と AM 一 WFM 一 FM の 順 で モー ド が 変わ り ます 。 
イヤ 赤 ン アン テナーーーーーーー EAT - ディ スプ レイ に は 、AM の 場合 は 「Al、WFM の 場合 は 「W」 が 表示 され ます 。FM の 
外部 アン テナー ーーー - -wHIP 場合 は 何 も 表 示さ れ ま せん 。 


メ モ 
NN チ 00 ッ プ が AUTO の 場合 、 お よび 1620kHz 以下 の 居 波 数 の 合 は モー ド の 変 


号 藻 只 謀 通 S EXT ロ 


圏 ス テレ オ 、 モ ノラ ル の 選 所 ( 画 バ ンク リン ク 設 定 
セッ トモ ー ド で 「monog] また は 「StErEo」 の 項目 に 合わ せま す 、。 | リン ク し た 複数 の バン ク を スキ ャ ン す る 「 バ ンク リン クス キャ ン 」 の た め の 設 定 で す 。 0 
8 9 まで の 10 組 の バン ク の 中 か ら 5 つま で リン ク で きま す 。 


セッ トモ ー ド で 「bL」 の 項目 に 合わ せま す 。 


ロ 
て 
- ダイ ヤル を 回 す と 、[mono」 と 「StErEo」 が 交 詞 に 切り 替わり ます 。 了 
- ステ レオ は 、 電 小型 式 が WFM の 時 の み 有 効 に な り ま す , その 他 の 電波 型式 の 環 合 は 、 の 
STEEO を 選択 し て いて も モノ ラル モー ド で の 下 信 と な り ま す 。 間 
・ 初期 設定 は ステ レオ で す 。 | な 
- ダイ ヤル で バン クリ ンク 番号 を 肖 択 し ます 。 四 
較 光 RE 感度 設定 | ・[BANK (1M/10M)] キ ー で バン クリ ンク し た い バ ンク を 選択 し ます 。 バ ンク リン ク グ 番 
了 詳 半 見 機能 動作 時 の 深 知 感 導 を 、 0( 高 )- 4( 低 ) か ら 選 択 し ます 、 号 0 て 4 に 対し て 、 リ ンク し た い バ ンク を ] つ ず つ 宙 り 半 て ます - 
セッ トモ ー ド で 「bUg」 の 項目 に 合わ せま す ,。 NN メ モ に 
・ バ ンク リン ク に 1] バン ク し か 入っ て いな い 状 態 で バン タク リンクス キャ ン を し た 場合 、 設 定 
し て いる バン クリ ング の 1 バン ク 分 だ け を スキ ャ ン し ます 、 


・ バ ンク リン クス キャ ン の 詳細 は 「 メ モリ ー ス キャ ン 」 (P.30) を お 読み くだ さい 。 

・ 盗聴 問 発見 臓 能 持つ の スキャン に は 、 バ ンク リン ク の 設定 が 反映 され ます 。 

次 騒 器 発見 機能 よ 、 バ ンク リン クタ され た メモ リー の 中 か ら 盗 聴 吉 を 探し だ し ます 。 

・ 盗 双 器 発見 機能 を 便 用 する 則 合 は 、 必 ず 対 応 す る バン ク を リン ク 設 定 し て くだ さい 。 


- ダイ ヤル で 感度 を 設定 し ます 。 
初期 設定 は 2 で す 。 


4 ら 2 4 コ 


培 天上 財 瑞 SEX-T ロ 


ディ スプ レイ の 避 明 の ON/OFF を 設定 し ます 。 電源 を 補 り 忘れ て も 自動 的 に 電源 を 切る 機能 で す 。 

ON 設定 特 は 、 い ずれ か の キー 操作 を する と ディ スプ レイ の 双 明 が 自動 的 に 点灯 し 、 無 燥 設定 し た 時 間 内 に 操作 が な い 場 合 に 、 自 動 的 に 電源 が 切れ ます 。 

作 状態 が 5 秒間 続く と 自動 的 に 消灯 し ます , 電源 が 切れ る 直前 に アラ ー ム 音 が 鳴り 、 電 源 が 切れ ます 。 起源 が 切れ る まで の 時 間 は 30 分 、 
1 GO 分 、BO 分 、OFF か ら 選 択 で きま す 。OFF に 設定 する と APO 機能 は 動作 し ませ ん 。 


田 LAMP( ラ ンプ ) 機 能 | 較 APO( オ ー ト パワー オフ ) 機 能 
| 


セッ トモ ー ド で 「LAmP」 の 項目 に 合わ せま す 。 


セッ トモ ー ド で 「APoj の 項目 に 合わ せま す 。 
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・ ダ イヤ ル で ON/QFF を 設定 し ます 。 
- 初期 投 定 は ON で す 。 - ダイ ヤル で 時 間 を 設定 し ます 。 
- 初期 設定 は OFF で す 。 

スキ ャ ン の 再 開 条件 を 設定 し ます 。 6 本 9 | 
スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 一 時 停止 し ます が 、 こ の 設定 に より どの よう な 0 計 和 0MR 
と き に スキ ャ ン を 再 下 す る か を 設定 で きま す 。 


を 受信 中 で も 5 秒 経 過す る と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
を 受信 し な く な る と スキ ャ ン を 青 開 し ます 。 


三 
ご 

回 
ー 
kB 


セッ トモ ー ド で 「tlmEr( ま た は 5USy)」 の 項目 に 合わ せま す 。 


・ ダイ ヤル で タイ マ / ビ ジー スキ ャ ン を 設定 し ます 。 


| 
[ 
1 
1 
弄 ス キャ ン モ ー ド の 設定 (タイ マス キャ ン / ビ ジー スキ ャ ン ) 
・ 初 誠 設 定 は タイ マス キャ ン で す 。 


夫 若 す ざ 汐 S Ex-TO 半生 sa 目 較 


較 BS( バ ッ テ リ セー ブ ) 機 能 。 [ 一 PRIU( ブ プラ イオ リティ ) 機 能 


電池 を 長持ち させ る た め の 機 能 で す 。 2 つの 周 汽 数 を 交互 に 受信 し 、 待 ち 受け を 効率 よく する 機能 で す 。 
待ち 受け 状態 が 5 秒 以上 続く と 、 内 部 電源 を 定期 的 に ON/OFF させ て 電池 の 消耗 を 少な VFO モー ド を 5 秒 受信 する ご と に 、 プ ライ オリ ティ チャ ン ネ ル を 0.5 秒 受信 し 、 受 信 状 
くし ます 。 ( 明 を チェ ッ ク で きま す 。 
セッ トモ ー ド で 「bS」 の 項目 に 合わ せま す 。 1 セッ トモ ー ド で 「Pr」 の 項目 に 合わ せま す 。 
1 
ロ 
49 77 
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- ダイ ヤル で ON/OFF を 負 定 し ます 。 ・ ダ イヤ ル で 、 ブ ライ オリ ティ チャ ン ネ ル を Och 一 7ch か ら 選 択 し ます 。 吉 
- 初期 設定 は ON で す 。 - IFUNC/ENTEHR1 キ ー を 聞 す と 、 セ ッ ト モ ー ド を 終了 する と 同時 に プラ イオ リティ を 開 
始 し ます 。 
証 メ モリ ー 上 書き 設定 
すでに 登録 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル を 別 の 内 容 に 上 書き する か 、 し な いか の 設定 が メ モー 時 
で 寺 ま す 。 プラ イオ リティ 動作 放 は スキ ャ ン は で きま せん 。 
プラ イオ リティ テ ャ ン ネ ル 側 で 受信 し た 場合 は 、 宮 信 時 間 が ら 秒 延長 ご べ わ ます 。 
セッ トモ ー ド で 「ow] の 項目 に 合わ せま す 。 ブラ イオ リティ を 解除 する に は ? 
プラ イオ リティ 動作 中 に [SCAN SCRT)] キ ー、[FUNC/ENTER) キ ー の いずれ か を 得 し ます 、 
F| 
と と 男 BEEP( ビ ー プ 斉 ) 機能 
器 キー 操作 時 の ビー プ 音 の ON/OFF を 設定 し ます 。 
セッ トモ ー ド で 「bEEP] の 項目 に 合わ せま す 。 
ロ 
! 
・ ダイ ヤル で 上 書き 可 / 不 可 の 設定 を し ます 。 
「on] : 上 書き ゴ 
「oFF]」 : 上 書き 不可 


・ 初 甚 設定 は 上 書き 不可 (DFF) で す 。 


- ダイ ヤル で DN/OFF を 設定 し ます 。 
| - 初期 設定 は ON で す 。 
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号 議 尋 瑞 S EX-T ロ 


還 モ ニタ ー 機 能 、 ミ ュー ト 機 能 の 動作 方 法 クロ ー ン 機能 
モニ ター 機能 、 ミ ュー ト 機 能 使 后 時 の [MONI (ST/SK)] キ ー の 動作 方 法 を 選択 し ます 。 4 っ: に 潮 0NR 電 HO だ お HE ご 3 
・ クロ ー ン 機能 と は 、1 台 の DJ-X3( 送 り 側 ) に 設定 し た 全て の メモ リー、 設 定 内 容 を 他 の 
セッ トモ ー ド で 「HoLd( ま た は PUSH)」 の 項目 に 合わ むせ ます 。 DJ-X3( 受 け 側 ) に 転送 し 、 同 じ 設定 内 容 に する 機能 で す 。 
クロ ー ン 機能 の 操作 手順 は 次 の と お り で す 。 


7 送り 側 、 受け 印 布 機 の 電源 を 切り ます 。 
の 2 台 の DJX3 の イヤ ホン ジャ ッ ク を クロ ー ン ケー ブル で 接続 し ます 。 


DJX3 の イヤ ホン 。 っ _。 DJ-X3 の イヤ ホン 較 

- ジャック へ 接続 ジャ ッ ク へ 接続 記 

6 

の 

・ ダイ ヤル で 「PUSH」 が か 「HoLd」 か を 選 沢 し ます 。 。 還 
「PUSH」 に 設定 する と 、[MONI (ST/SK)1 キ ー を 肖 し て いる 間 だ け 、 モ ニタ ー 擬 能 3 両機 と も [BANK (1M/10M)] キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 な 
また は ミュ ー ト 提 能 が 有効 に な り ま す 。 両機 の ディ スプ レイ に 「cLonE」 と 表示 され ます 。 人 
|22 


・「『HoLd| に 設定 する と 、[MONI (ST/SK)] キ ー を 押す 度 に 、 モ ニタ ー 幾 能 ま た は ミュ 
ー ト 機能 が 動作 、 解 除 し ます 。 
・ 初期 設定 は PUSH で す 。 


一 MONI キー の 動作 設 
[MONI (ST/SK)] キ ー を 、 モ ニタ ー 機 能 、 ミ ュー ト 機 能 の どちら に 使う か を 選択 し ます 。 1 


セッ トモ ー ド で 「monl( ま た は mUtE)」 の 項 引 に 合わ せま す 。 1 


IF 
『 
頂上 品 ロ 4 


・ ダ イヤ ル で 「monl」 か 「mUtE」 か を 選択 し ます 。 
「monl| に 設定 する と 、[MONI (ST/SK)] キ ー は モニ ター 動作 に な り ま す 。 
「mUtE」 に 設定 する と 、[MONI (ST/SK)]】 キ ー は ミュ ー ト 動作 に な り ま す 。 
・ 初期 設定 は MON| で す 。 
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鼓 落 口 半 融 S EXT ロ 
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作 送り 側 の ダイ ヤル を 押し ます 。 
クロ ー ン を 開始 し 、 送 り 出 の ディ スプ レイ に は 「Sd 品 ビ ロ ロ 」、 受 け 側 の ディ スプ レ 
イ に は 「Ld ロ ロロ ロ 」 と 表示 され ます 。( ロ ロロ ロロ は どん どん 変化 し ます 。 ) 


コロ し ロ 


( 半 り 側 ) (受け 側 ) 


ロー ン が 正 癌 に 終了 する と 、 両 機 の ディ スプ レイ に 「PASS」 と 表示 され ます 。 
雷 源 を 切り 、 も う 一 度 入れ 試す と 暫 常 どおり に 使え る よう に な り ま す 。 


・ ク ロー ン 機 能 を 実行 する と 、 受 け 側 の デー タ は 全て 送り 側 の デー タ に 更新 され て し まい ま 
す 。: 実行 の 前 に は 受け 側 の 既存 デー タ に ご 注意 くだ さい 。 

・「PASS」 表示 の あと 、 ク ロー ン ケ ー ブ ル を 抜い た と き や 、 相 手 側 の 電源 を 切っ た と き な 
ど に 「comErr」 が 表示 され ます が 、「PASS」 と 表示 され た あと で あれ ば 問題 な く ク ロ 
ー ン され て いま す 。 


> 注意 ! 
回 ・ デ ー タ の 送受 信 中 は クロ ー ン ケー ブル を 抜か な いで くだ さい 。 


「Error」 と 表示 され た と き は ? 
転送 中 に 不正 な デー タ が 送ら れ た 場合 は 、 両 枯 の ディ スプ レイ に 「Error」 と 表示 され ま 
す 。 送 り 側 の ダイ ヤル を 押す と クロ ー ン を 再開 し ます 。 有 再度 表示 され る 場合 は デー タ が 不 
正 な た め ク ロー ン で きま せん 。 


「comErr」 と 表示 され た と き は ? 

接続 上 の 不具 合 が 発生 し た 場合 は 、 両 機 の ディ スプ レイ に 「comErr」 と 表示 され ます 。 
クロ ー ン ケー ブル を し っ か が り と 接続 し 直し て 下さ い 。 

送り 側 の ダイ ヤル を 押す と クロ ー ン を 再開 し ます 。 


続け て 別 の ロ J-X3 に も コピ ー す る に は ? 

クロ ー ン 終了 後 、 送 り 側 は その まま で 、 受 け 側 を 別 の DJ-X3 に つなぎ 奪え 、 受 け 側 の 
[BANK (1M/10M)] キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 送 り 側 の ダイ ヤル を 百 す と クロ 
ー ン を 誘 始 し ます 。 


51 


ロ 
と 
3 
6 
の 
便 
利 
な 
欄 
能 


58 


便 用 中 に トラ ブル が 起き た 場合 は 、 次 の こと を ご 確認 くだ さい 。 
また 、 処 置 を し て も 舟 決 し な い 場 合 は 、 


リセ ッ ト す る こと で 解決 する 場合 が あり ます 。 
れる 原因 身 方 法 
9 PHNBS 人 T え 6 か が 員 を 充 
加 他 の が 誠に な っ て いる | 極性 を 確認 し て 斉 池 を 入れ る 
講 池 ケー ス が 受 骨 不良 を 忠 | バッ テリ ケー ス 内 の 電極 の 活 れ な ど を 
こし て いる 取り 除く 
計時 レベ ル が 低 す ざる | 音量 を 上 げ る 
スピ ー カ ー か ら 昔 が | イヤ ホン が 扱 続 され て いる | イヤ ホン を 欠 す 
アテ と 主 整 放 た | エ に 
出 な い 5 スル チ レベ ル を 和 FEg0FR 
回 ーー 日 / テリー を し て 吉池 を 人 7 直す か 、 
ヾ 記 画 (た ネ 
異常 な 表示 や 動作 に | 0 デ 量 し て しい る | それ で も 解 湊 し な けれ ば リセ ッ ト す る 
本 究 : 北 ュー】 言 池 を 充電 
な る 5 Rb を える か な 


スケ ル チ レ ベル を 層 整 だ た は OFF に 


電 洒 が 入ら な い 


アン テ ナ 切 り 替 え ス イッ チ が 
適当 で な い 
(WHIP/EAR/ABAR/SBAR) 


沿 流 数 ステ ッ プ を 変え て 同 涙 数 を 調 
束 す る 
受信 音 が 悪い 電 汽 型式 が 合っ て いな い 適切 な 量 波 型式 を 選択 する 


周 流 数 が 合っ て いな い 


に SN 球 テ \、 充電: 充電 
還 池 が 消 才 し て いる CR 


周波 数 な どの 設定 が 5 ーー と を 回 
で き な い キー ロッ ク が か が か っ て いる キー ロッ ク を 艇 除 する 


を 閉 寺 が 滑 え る レベ ル に 設 
スキ ャ ン が で き な い | スケ ル チ が 織 い て いる fP 0 


プロ グラ ム ス キ ャ ン の エッ 
ジ が メモ リ に 正しく 登録 され | 上 限 、 下 張 の 周波 数 を 正しく 登録 する 
て いな い 


プロ グラ ムズ ス キャン 
が で き な い 


還 保 証書 
保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 内 入 店 名 、 ご 贈 入 日 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 


大 切 に 保存 し て くだ さい 。 


一 保証 期間 
お 買い 上 げ の 日 より 1 年 習 で す 。 
正常 な 使 月 状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 の 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製 品 に 保証 害 
を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
保証 書 の 規定 に し た が っ て 修理 いた し ます 。 


較 保 証 期 問 が 経過 し た 場合 RE 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 修理 に よっ て 機能 が 維持 
で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し 計 す 。 


アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に 
ご 相談 くだ さい 。 
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周波 数 動作 節 紅 
受信 周波 数 重 囲 
電波 型式 


アン テ ナ イ ン ピ ビー ダン ス 


アン テ ナ 端 子 
吉 源 電圧 
接地 方 式 
消費 電流 


便 用 溜 度 部 因 
周波 数 安定 度 
外形 寸法 


重量 


田 受 信 部 
受信 方 式 
中 間 周 波数 
選択 度 


低 周波 出力 


・D.1 一 1299.985 MHz 
:D.1 1898.985 MHz 
: Ad(AM).F3(FM.WFM) 
: 50 不平 衡 
:・SMA 型 
: DC3.BV ~ DC6V (外部 入力 電圧 DC4.5SV ~ 16V) 
: マイ ナス 接地 
: 待ち 受け 時 約 75mA 
バッ テリ ー セ ー ブ 時 (1:4) 約 39mA 
10 で C 一 +60 や 
: 二 5ppm (C10 む ー+60 で ) 
:WBG x H102 x D23mm (突起 物 除 く ) 
・ 145g (ニッ ケル 水素 バッ テリ ー パ ッ ク ・ ア ン テ ナ を 含む) 


: トリ プル スー パー へ ヘテロダイン 
: 1st:248.45MHz, 2nd : 38.85MHz. 3rd : 4SOkHz 


AM/ FM: -8dB / 12kHz 以上 -6OdB / 30kHz 以下 


WFM 


AM 


FM 


WFM 


:-SdB / 15SOkHz 以上 


JO.5 一 162MHz 17dB 太 以 下 10dB S/N 


1.62MHz 以上 5dB 以下 10dB S/N 
:30 一 55QMHz -3QB 以下 12dB SINAD 
5S50MHz 以上 。 OdB 』 以 下 12dB SINAD 
:13dB 。 以 下 12dB SINAD 


: MAX 220mW 以上 8 0) 


